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幼稚園教育要領及び解説等における評価に関する規定の変遷

幼稚園教育要領 幼稚園教育要領解説等

昭
和
三
十
一
年

第Ⅲ章 指導計画の作成とその運営
３ 指導計画の改善

教育の理論や実際は、かぎりなく進歩する。かつ個々の教師につ
いても、年々、進歩向上がみられるはずである。したがって指導計画
も、常に進歩改善されなければならない。指導計画の改善上、特に注
意しなければならないことは、次の諸点である。

２ 指導計画を実践した結果は、必ず、幼児ひとりびとりの成長に現
われる。この成長の経過は、幼児指導要録に記入される。この記入を
契機として、平素の指導について強く反省させられる。したがって、指
導要録は、単に個々の幼児の進歩の過程を記録して指導に役だてる
ばかりでなく、同時に、指導計画の改善にも、大いに関係をもつ資料
となる。

昭
和
三
十
九
年

第３章 指導および指導計画作成上の留意事項
一 指導上の一般的留意事項
（十二）指導の過程や成果については、たえず反省や評価を適切に

行ない、その改善に努めること。

第５章 指導および指導計画作成上の留意事項
第１節 指導上の留意事項
（８）指導の過程や成果の反省、評価

指導を効果的に行うには、常にその指導の過程や成果について反省、評価 し、それ
に基づいて指導の計画や方法を改善していく必要がある。
指導の過程や成果を適切に反省、評価するには、 幼児が経験や活動をしていく過程
にそって、その要点をとらえて行なう必要がある。一般に、幼児 が経験や活動をする
ときは、経験や活動に対して強い興味や欲求をもち、活発に活動し、その活動の過程
や結果において、いろいろ望ましい成果を身につける。そしてその成果を次の活動に
生かして、さらに高い程度の経験や活動をしていく。ゆえに、指導の過程や成果の反
省、評価の要点として、たとえば、
・ 指導計画に基づいて行なう経験や活動に、幼児が強い興味や関心をもち、活動への
意欲を盛り上げたか。

・ 経験や活動が活発に楽しく進められるように導いたか。
・ 助力や助言が適切に加えられたか。
・ 経験や活動によって得られた成果を、いっそう確かなものにする適切な配慮やくふう
がなされたか。などがあげられよう。
反省、評価にあたっては、何について反省、評価をするかを明確にすることがたいせつ
である。一般に反省、評価は、指導と幼児の経験や活動の結果とが対象となる。そして
指導は、指導計画と指導の方法とに分けられよう。 また、たとえば、ねらいは明確で適
切であったか、ねらいが効果的に達せられたかなどの評価の観点をきめて、それについ
て行なうのが普通である。 1



幼稚園教育要領及び解説等における評価に関する規定の変遷

反省、評価するにあたって留意することは、おおよそ次のとおりである。
・ できるだけ客観的に行なうようにする。特に幼児の心身の発達についての評価は、この
ことがたいせつである。幼児の心身の発達の評価は、指導しながら主として観察法によっ
て行なわれることが多いので、ややもすれば客観性を失いがちである。また、指導につい
ても、教師自身が評価するので主観に流れやすい傾向が多い。
・ いろいろな観点から、いろいろな方法を用いて評価する。
・ 累積的に評価する。
・ 評価のしかたや評価結果の処理を適切にする。評価は重点的に手ぎわよくやる必要が
あるので、その方法をじゅうぶん考えておく必要がある。また、その結果はそのつど記録
しておくなどして適切に処理できるようにしておくことがたいせつである。
指導と幼児の経験や活動の結果とは、ともに密接な関連をもっている。したがって、指導
の過程や成果を反省、評価すればおのずから幼児の経験や活動について反省、評価した
ことになると言える。また、この結果は幼稚園幼児指導要録の資料ともなる。ゆえに、これら
のことをじゅうぶん考慮して、 能率的、効果的な反省、評価の方法をくふうして実施する必
要がある。
また、評価結果については正しく解釈し、それに基づいて指導を改善することがたいせ
つである。そのためには、たえず個々の資料を、全体的にとらえるように注意する必要が
ある。それは、指導の部分的な効果を反省、評価した結果を寄せ集めても、全体的な指導
の効果を知ることはできにくいからである。

※幼稚園教育指導書一般編（昭和63年）

平
成
元
年

第３章 指導計画作成上の留意事項
１ 一般的な留意事項
（７） 幼児の実態及び幼児を取り巻く状況の変化などに即して指導
の過程についての反省や評価を適切に行い、常に指導計画の
改善を図ること。

第４章 指導計画
第２節 指導計画の作成
５ 評価と指導計画の改善
指導計画は、常に指導の過程について実践を通しての反省や評価を行い、改善が図られ
なければならない。
この場合の評価は、幼児の発達を理解することと、教師の指導に対するものとの二面を合
わせて行うことが大切である。特に幼児の発達の姿は教師の指導に大きく左右されるため、
ねらい、内容、環境の構成、教師の直接的な援助が適切なものであったかどうかについて
十分に検討し、幼児の発達が望ましい方向に向かって促されるように計画を改善していく必
要がある。

※幼稚園教育指導書（平成元年）
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平
成
十
年

第３章 指導計画作成上の留意事項
１ 一般的な留意事項
（2） 指導計画作成に当たっては、次に示すところにより、具体的
な

ねらい及び内容を明確に設定し、適切な環境を構成することな
ど
により活動が選択・展開されるようにすること。

ア 具体的なねらい及び内容は、幼稚園生活における幼児の
発

達の過程を見通し、幼児の生活の連続性、季節の変化などを
考

慮して、幼児の興味や関心、発達の実情などに応じて設定す
る
こと。

イ 環境は具体的なねらいを達成するために適切なものとなる
よう

に構成し、幼児が自らその環境にかかわることにより様々な
活
動を展開しつつ必要な体験を得られるようにすること。その際、

幼児の生活する姿や発想を大切にし、常にその環境が適切
なも
のとなるようにすること。

ウ 幼児の行う具体的な活動は、生活の流れの中で様々に変
化

するものであることに留意し、幼児が望ましい方向に向かって
自
ら活動を展開していくことができるよう必要な援助をすること。

その際、幼児の実態及び幼児を取り巻く状況の変化などに即し
て指導の過程についての反省や評価を適切に行い、常に指導
計画の改善を図ること。

第３章 指導計画
第２節 一般的な留意事項
（5） 反省・評価と指導計画の改善
幼稚園における指導は、幼児理解に基づく指導計画の作成、環境の構成と活動の展

開、幼児の活動に沿った必要な援助、反省や評価に基づいた新たな指導計画の作成と
いった循環の中で行われるものである。指導計画は、このような循環の中に位置し、常に
指導の過程について実践を通して反省や評価を行い、改善が図られなければならない。
保育における反省や評価は、このような指導の過程の全体に対して行われるものであ

る。この場合の評価は、幼児の発達の理解と教師の指導の改善という両面から行うこと
が大切である。幼児理解に関しては、幼児の生活の実態の理解が適切であったかどうか、
幼児の発達の理解が適切であったかどうかなどを重視することが大切である。指導に関
しては、指導計画で設定した具体的なねらいや内容が適切であったかどうか、環境の構
成が適切であったかどうか、幼児の活動に沿って必要な援助が行われたかどうかなどを
重視しなければならな い。さらに、これらの反省や評価を生かして指導計画を改善して
いくことは、充実した生活をつくり出す上で重要である。
また、このような反省や評価を自分一人だけで行うことが難しい場合も少なくない。その

ような場合には、他の教師などに保育や記録を見てもらい、それに基づいて話し合うこと
によって、自分一人では気付かなかった幼児の姿や自分の保育の課題などを多角的に
評価していくことも必要である。
このようにして、教師一人一人の幼児に対する理解や指導についての考え方を深める

ことが大切であり、そのためには、互いの指導事例をもち寄り、話し合うなどの園内研修
の充実を図ることが必要である。
※幼稚園教育要領解説（平成11年）
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平
成
二
十
年

第３章 指導計画及び教育課程に係る教育時間の終了後等に行う
教育活動などの留意事項
第１ 指導計画の作成に当たっての留意事項
１ 一般的な留意事項
（2） 指導計画の作成に当たっては、次に示すところにより、具体的
なねらい及び内容を明確に設定し、適切な環境を構成すること
などにより活動が選択・展開されるようにすること。
ア 具体的なねらい及び内容は、幼稚園生活における幼児の発
達の過程を見通し、幼児の生活の連続性、季節の変化などを考
慮して、幼児の興味や関心、発達の実情などに応じて設定する
こと。
イ 環境は、具体的なねらいを達成するために適切なものとなる
ように構成し、幼児が自らその環境にかかわることにより様々な
活動を展開しつつ必要な体験を得られるようにすること。その
際、幼児の生活する姿や発想を大切にし、常にその環境が適切
なものとなるようにすること。
ウ 幼児の行う具体的な活動は、生活の流れの中で様々に変化
するものであることに留意し、幼児が望ましい方向に向かって自
ら活動を展開していくことができるよう必要な援助をすること。

その際、幼児の実態及び幼児を取り巻く状況の変化などに即して

指導の過程についての反省や評価を適切に行い、常に指導計画の
改善を図ること。

第３章 指導計画及び教育課程に係る教育時間の終了後等に行う教育活動などの留意事項
第２節 一般的な留意事項
（5）反省・評価と指導計画の改善
幼稚園における指導は、幼児理解に基づく指導計画の作成、環境の構成と活動の展開、

幼児の活動に沿った必要な援助、反省や評価に基づいた新たな指導計画の作成といった循
環の中で行われるものである。指導計画は、このような循環の中に位置し、常に指導の過程
について実践を通して反省や評価を行い、改善が図られなければならない。

保育における反省や評価は、このような指導の過程の全体に対して行われるものである。
この場合の反省や評価は幼児の発達の理解と教師の指導の改善という両面から行うことが
大切である。幼児理解に関しては、幼児の生活の実態や発達の理解が適切であったかどう
かなどを重視することが大切である。指導に関しては、指導計画で設定した具体的なねらい
や内容が適切であったかどうか、環境の構成が適切であったかどうか、幼児の活動に沿って
必要な援助が行われたかどうかなどを重視しなければならない。さらに、これらの反省や評価
を生かして指導計画を改善していくことは、充実した生活をつくり出す上で重要である。

また、このような反省や評価を自分一人だけで行うことが難しい場合も少なくない。そのよう
な場合には、他の教師などに保育や記録を見てもらい、それに基づいて話し合うことによって、
自分一人では気付かなかった幼児の姿や自分の保育の課題などを多角的に反省や評価し
ていくことも必要である。

このようにして、教師一人一人の幼児に対する理解や指導についての考え方を深めること
が大切であり、そのためには、互いの指導事例をもち寄り、話し合うなどの園内研修の充実を
図ることが必要である。
※幼稚園教育要領解説（平成20年）
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幼稚園幼児指導要録における「指導の記録」の変遷

幼稚園教育要領 通知・通達 指導要録の様式における指導の記録

昭和３９年改訂 昭和40年2月8日「幼稚園幼児指
導要録の改訂について」（通知）

評定 ・幼稚園教育要領第２章内容に定める各領域に示す事項に照らし、当該幼稚園において編成した教育課程に示す指導のねらい
を達成していると認められるもの、おおむね達成していると認められるもの、指導のねらいからみて特に指導を要すると認められ
るものを３段階で評定。

指導上参考となる
事項

・幼児ひとりひとりを全体的、総合的に観察するとともに、指導のねらいを達成するための指導の過程においてみられる幼児の性
格・行動、情緒の傾向、習癖、才能等について、指導上参考となる事実やその経過およびそれについての所見や処置などを具体
的に記入。

平成元年改訂 平成2年3月3日「幼稚園幼児指
導要録の改訂について」（通知）

発達の状況 ・幼稚園教育要領第２章ねらい及び内容に示された各領域のねらいを視点として、１年間の指導の過程を振り返り、その幼児の
発達の実情から向上が著しいと思われるものに○印を記入。

・この欄における発達の状況は、他の幼児との比較や一定の基準に対する達成度についての評定によって捉えるものではないこ
とに留意。

指導の重点等 ・当該幼稚園の教育課程に基づく学年の指導の重点及び１年間の指導の過程において当該幼児の指導について特に重視してき
た点を記入。

指導上参考となる
事項

・「ねらい（発達を捉える視点）」及び「指導の重点等」に照らし、幼稚園生活を通して全体的、総合的に捉えた幼児の発達の姿に
ついて記入。その際、幼児の発達の姿は、例えば、具体的な興味や関心、遊びの傾向、生活への取り組み方等によって記述する
ことが適当。また、指導に対する反省及び評価等を幼稚園教育の基本に照らして具体的に記入。

平成１０年改訂 平成12年3月8日「幼稚園幼児指
導要録並びに盲学校、聾学校及
び養護学校幼稚部幼児指導要
録の改善について」（通知）

ねらいと発達の状
況

・幼稚園教育要領第2章ねらい及び内容に示された各領域のねらいを視点として、1年間の指導の過程を振り返り、その幼児の発
達の実情から向上が著しいと思われるものを記入。なお、その記入方法については、「○印」を記入する方法のほか、「記述式」と
する方法など、各設置者等において創意工夫を図ること。

指導の重点等 ・当該幼稚園の教育課程に基づく学年の指導の重点及び１年間の指導の過程において当該幼児の指導について特に重視してき
た点を記入。

指導上参考となる
事項

・幼稚園生活を通して全体的、総合的に捉えた幼児の発達の姿について記入するとともに、次の年度の指導に必要と考えられる
配慮事項等について記入。

※上記の記載内容は、通知を踏まえ、本資料用に作成したものである。 5



幼稚園幼児指導要録における「指導の記録」の変遷

幼稚園教育要領 通知・通達 指導要録の様式における指導の記録」

平成２０年改訂 平成21年1月28日「幼
稚園幼児指導要録の
改善について」（通
知）

指導の重点
等

（１）学年の重点
・年度当初に、教育課程に基づき長期の見通しとして設定したものを記入。

（２）個人の重点
・一年間を振り返って、当該幼児の指導について特に重視してきた点を記入。

指導上参考
となる事項

① １年間の指導の過程と幼児の発達の姿について以下の事項を踏まえ記入。
・ 幼稚園教育要領第2章「ねらい及び内容」に示された各領域のねらいを視点と
して、当該幼児の発達の実情から向上が著しいと思われるもの。その際、他の
幼児との比較や一定の基準に対する達成度についての評定によって捉えるも
のではないことに留意すること。
・ 幼稚園生活を通して全体的、総合的に捉えた幼児の発達の姿。
② .次の年度の指導に必要と考えられる配慮事項等について記入。

※上記の記載内容は、通知を踏まえ、本資料用に作成したものである。
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幼稚園幼児指導要録の様式の変遷
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幼稚園幼児指導要録の様式の変遷
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幼稚園幼児指導要録の様式の変遷
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幼稚園幼児指導要録の様式の変遷

10



幼稚園における記録の取り方の実際（幼稚園教育指導資料第５集より）

①名簿に書き込む記録
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幼稚園における記録の取り方の実際（幼稚園教育指導資料第５集より）

②一定の枠組みを決めて書く記録 ③日案に書き込む記録
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幼稚園における記録の取り方の実際（幼稚園教育指導資料第５集より）

④学級全体の遊びを空間的に捉える記録
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